
                         

農業でカンボジアの未来を拓く 

                             校長 伊藤 潔 

  

 学校菜園の野菜栽培では、プレアヴィヒアで農場経営をされているコサルさんにお世話になって

います。毎年何回も学校に来てくださり、土づくりから、苗の育て方、水のあげ方まで、ボランティ

アで子供たちに丁寧に指導してくれます。その献身的な姿勢には頭が下がるばかりです。彼の行動

の原点には何があるのか、彼の人生についていつか話を聴いてみたいとずっと思っていましたが、

先日、職員研修でその機会を得ることができました。 

 ベトナムに近い田舎の農家に生まれ、何キロも歩

いて遠い学校に通った小学生時代。カンボジア・日

本友好学校で中高６年間を学び、同校の奨学金を得

て進んだ王立農業大学時代。大学卒業時に資金援助

を受けて農場を取得し、プノンペンとプレアヴィヒ

アを行ったり来たりしながら、農場経営と研究の二

重生活で頑張った大学院時代。まだ 30代後半と若い

コサルさんですが、その人生には努力、夢、希望、

そして日本への感謝の思いが詰まっていました。「安

全・健康を第一に作物を栽培し、地域の雇用を生み

出し、豊かな学び・スキルを根付かせ、みんなを豊

かにする農場経営モデルを創り上げたい。そして、

誰もが誇に思える農業ブランドを目指して、世界最

高のカシューナッツをこのカンボジアで育てたい。」

コサルファームのコンセプトは明確です。 

 日本社会では、大人も子供も、夢や希望をストレ

ートに語ることが少なくなった気がします。それが、

ある程度成熟した社会の宿命なのかもしれませんが、だからこそ、コサルさんの話は、私の心に新鮮

な輝きを持って響きました。本校職員たちも同じ思いだったと思います。未来に希望を抱き、たくま

しく生き抜く力を育てることが私たち教師の使命です。その私たちにとって、感慨深い研修会とな

りました。 

No6４  2025年９月2９日 



 

 

 

 

 

 

通知表の取り扱いについて 

 

〇10月３日に児童生徒に渡した通知表は、内容を確認した後、後期の始業式の日にそのまま児童生徒

に持たせてください。 

〇編入学児童生徒の前期評価については次のように行います。 

（小学部） 

編入学時期、または教科によって、学習時間及び学習内容が異なるため、評価ができるものにつ

いては評価を行い、評価ができない教科については斜線としています。 

 

 
10周年記念式典まであと 1か月となりました 

 

【記念式典当日の登校について】 

☆当日バスの運行はありません。お子様の登校時刻は8時30分ですので、それまでに到着するように

お願いします。当日はたくさんの方が来校されます。混雑が予想されますので、早めに到着され

ることをお勧めします。 

☆保護者の方のお車での来校はご遠慮願います。 

 

【服装について】 

☆児童生徒 

第一部は、ココナッツダンスの衣装で参加 

  第二部は、全員PTAから寄贈していただく予定の白Tシャツ。下は自由。 

☆保護者等の参加者 

  第一部に参加される方はスマートカジュアル 

 

【昼食について】 

第二部に参加申し込みをされた方は、食事を準備しています。食物アレルギーのご心配のあるお

子様については、保護者の方で判断をお願いいたします。 

 

【PTA前日お手伝いについて】 

☆前日準備にご協力いただける方は、28日13時50分頃学校においでください。 

 



                         

  


